情報G7のMulti-lingual Anatomical Digital Databaseの活動(subject8)プロジェクト

[現状]
情報センタと解剖学第一教室が共同で取り組んだプロジェクトである。これは情報G7のMulti-lingual Anatomical Digital Databaseの活動(subject8)の一環として，NLMとの共通データフォーマットの作成およびNLMのプロジェクトであるUMLS(Unified Medical Language System)とリンクするための，画像をもとにしたバーチャル技術開発を行うことを目的とした研究を行った。具体的にはVisible Human Projectの画像解析におけるバーチャル技術の分野に関する研究をめざし解剖学的なデータに種々のデータを付加するのに必要な基礎技術の開発，また臨床家が容易に参照できる解剖モデルの作成，情報技術による医療体制整備のための基礎要素技術の開発を目指し、①VHPのデータから輪郭抽出するためのアプリケーションの開発②VHPの大量データを容易に扱えるようなシステムの開発、さらに、当システムをインターネット対応のサーバ/クライアント型で構築し，次世代インターネット（NGI:Next Generation Internt）の実験に利用可能であるので情報Ｇ７のもう一つのプロジェクトであるGIBN(Global Interoperability Broadband Network) (http://dlt.gsfc.nasa.gov/gibn/gibn.html )のＴＤＬ(Transpacific Digital Library) Demonstrationのアプリとして利用し実験を行った。米国のNASAと日本のCRL(通信総合研究所)の協力を得てNIHの米国国立医学図書館(NLM)（http://www.nlm.nih.gov）と衛星を使った高速通信実験(155Mbps)を使った実験を行った。このプロジェクトでは、海外への高速回線が必要なところからAPAN(Asica Pacific Advanced Network)(参考資料３)のVisible Human Anatomical Co-Laboratory実験としても承認され(.http://alloc.apan.net/status/vha-colab.html)、 TransPac（http://www.transpac.org）が利用出来るようになった。この実験では地上線経由（SAPMED - NORTH - IMnet - APAN - STARTAP - NASA - NLM）の他に，通信衛星(N-STAR, Intelsat,)を用いての転送の実験も行った。これら２系統の伝送路の比較，遅延時間などの検証も併せて施行した。また、BGP-4 ( Border gateway protocol version 4) を用いて、衛星回線と地上線の自動的に切換える実験を合わせて行った。これは、衛星が利用可能な場合には、衛星経由の経路を選択し、衛星回線が切断された状態では地上線を通るようにルーティングされるようなシステムを構築するものであった。この経路制御実験では、Skyのスイッチを切ることにより人工的な衛星経路切断時にも衛星経由から地上線経由への速やかな経路変換を行うことに成功した。 

[点検・評価]
このプロジェクトは技術的には非常に成功したものであった。またNORTHに全面的に技術的なバックアップを行っていただいた。われわれの加わったこの実験に対しては、時のアメリカ大統領、ビル・クリントンより感謝状が出ている。その成功に寄与できたことは非常に大きなことだと思われる。しかし、プレスリリースの連絡が遅れたため国内で十分な報道がされなかったのは残念である。

[改善策]
このプロジェクトは既に終了しているが、今後同様なプロジェクト施行時には十分な広報を行うことが必要だと思われる。
